　平成２５年度第４回青森市健康福祉審議会地域保健専門分科会　会議概要
日　　時：平成26年3月28日（金）　午後1時～午後2時12分
場　　所：青森市保健所（元気プラザ）1F会議室

出席委員：北谷安晴委員、成田祥耕委員、嶋中繁樹委員、堀内芳男委員、
村松薫委員、山田弘治委員　《計6名》
欠席委員：三浦祐一委員
事務局：青森市保健所長　野村由美子、
健康福祉部理事青森市保健所副所長事務取扱　今村貴宏、
　保健予防課長　佐々木祐子、生活衛生課長　工藤猛、
健康づくり推進課副参事兼健康支援室長　浦田浩美、
　　　　保健予防課主幹　八木橋卓也、保健予防課主幹　須藤裕子、
保健予防課主幹　三浦裕子、生活衛生課主幹　古川真人、
生活衛生課主幹　渡邊和子、健康づくり推進課主幹　倉光浩一、
健康づくり推進課主幹　小形麻里、健康づくり推進課主幹　樋口正美、
健康づくり推進課主幹　鈴木久美子、保健予防課主査　中村健、
保健予防課主事　鈴久名龍臣　《計16名》

会議次第

　１．開会

２．青森市保健所長あいさつ

　　３．案件　　　　　　　　

　　（１）平成２６年度青森市保健所の主な事務事業（案）について
　　（２）青森市新型インフルエンザ等対策行動計画（素案）について
　　４.報告

　　　　平成２６年度青森市食品衛生監視指導計画（案）について
　　５.その他
　　６．閉会

議事要旨

案件（１）平成26年度青森市保健所の主な事務事業（案）について
事務局から資料１に沿って説明があった。
意見、質疑応答
　主な質疑応答は以下のとおり

○感染症予防事業で、平成24年度にクロイツフェルト・ヤコブ病の発生が1件あるが、原因が何かわかっているか。青森市に在住の患者か。
･(事務局)提出された報告書には原因を把握できる内容の記載がないのでわからない。診断した医療機関は最寄りの保健所に届け出ることになっており、青森市民かどうか確かではない。クロイツフェルト・ヤコブ病は５類感染症に指定されており、患者の住所等は報告事項とはなっていないため、把握できない。
○高齢者肺炎球菌予防接種事業に関して、予防接種の助成の打ち切りは、医師会や医療機関には連絡しているのか。
･(事務局)高齢者の肺炎球菌ワクチン接種の助成打ち切りについては、医師会事務局には事前に連絡している。また、各医療機関にも２７日付けで文書送付を行ったところである。
○子宮頸がんワクチンの健康被害の支援病院が東北では福島県にしかなく実際問題大変である。全国的にも少なくこういう体制でいいのかと思っているが、青森県から支援病院設置に関して構想など何か聞いていないか。
･(事務局)今のところ県からの連絡はない。
○薬事指導監査事業での、２５年度改善報告書６件とはどのような内容か。
･(事務局)店舗の範囲外に医薬品を陳列していた事例や、「この薬は一番効く」などといった不適切な広告などの事例である。
案件（２）青森市新型インフルエンザ等対策行動計画（素案）について
 　 事務局から資料２に沿って説明があった。
意見、質疑応答
　主な質疑応答は以下のとおり

○現在、新型インフルエンザの特定接種の登録医療機関は何件あるか。
･(事務局)締切日までに登録申請があった診療所の件数は５０件ある。
○新型インフルエンザにかかわるシステムはいつ頃から稼動するのか。
・（事務局）まだシステムが稼動したという情報はきていない。県から周知があるものと思う。
報告　平成26年度青森市食品衛生監視指導計画（案）について

事務局から資料３に沿って説明があった。
質疑応答
主な質疑応答は以下のとおり
○野生きのこの出荷規制について、直売所などで売っているきのこの産地表示はどのように指導しているのか。

・（事務局）従来の表示の仕方である「青森県産」という表示ではなく、採取された市町村名を表示するよう指導している。

その他

　・意見等なし
